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Ｐ１８６ ２ 空間図形への利用

例題１ おでんのネタで好きなものをいってみてください。

大根、こんにゃく、卵、ちくわ、・・・厚揚げ

実はこの厚揚げをイメ－ジしてほしいんです。

あるおでん屋の大将が、お客さんが厚揚げを食べようとしているところを見てい

たら、さぁかむぞとした瞬間に厚揚げの身が竹串からポロリと落ちていったんで

す。ああ、こんなことでは申し訳ないと厚揚げを串に刺すとき一つの頂点から

一番遠い頂点に向かって突き刺すようにしたんです。

そんな図を書きましょう。

ノ－トの罫線を６ｃｍなぞってください。そしたら４行下の罫線を少し左のずら

してまた、６ｃｍなぞってください。端と端をつないでください。４すみから

下に３ｃｍの足を伸ばしてその端をつなぐとできあがりです。

それで竹串はここからここまで突き刺します。（示範して見せる）

さて、この竹串ＡＧの長さを求めましょう。

まず、さきに、ＥＧを求めましょう。

なんかの二乗たすなんかの二乗はなんかの二乗という式をいってください。

つぎに、ＡＧの長さを求めましょう。

なんかの二乗たすなんかの二乗はなんかの二乗という式をいってください。

このようなＡＧ，ＢＨ，ＣＥ，ＤＦを直方体の対角線といいます。

ずるい方法があります。覚えておきましょう。
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ずるい方法でやりましょう。
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Ｐ１８７ 例題２

凧揚げのたこを作ったことはありませんか？

竹ひごで正方形の枠を組みます。１０行開けてノ－トに罫線を８ｃｍなぞって

ください。４行下の罫線を少し左へずらしてまた８ｃｍなぞってください。

端と端をつないでできあがりです。この四角形の対角線を引いて交点ををＨ

とします。そこから垂直に７ｃｍひいて点Ｏをとります。Ｏから４すみへ糸を

伸ばします。（図を示範して見せながら書く）

この正四角錐の高さを求めるために、まずＡＨの長さを求めましょう。

この正四角錐は、真上から見下ろすと正方形です。

正方形を一つ書いて対角線を結びましょう。

さて、ＡＨを求めよう。

なんかの二乗たすなんかの二乗はなんかの二乗という式をいってください。
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問２

一つの三角形は

４面あるので

側面の二等辺三角形の高さをｋとすると
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練習問題 （宿題として １０分程度）
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